
広報いわくに 2

02　特集　私たちの行動宣言

12　ペットは責任を持って
　　飼いましょう

14　秋まつり特集①

16　市政 PICK－UP

18　すまいる

19　まちの話題

22　健康教室・食推さんの食
　　べてみんさいおいしいけぇ

23　くらしの情報

32　おでかけ情報

34　みんなの写真館・
　　市長夢日記

目次

表紙の説明

　10月は「いじめ防止・根絶

強調月間」です。いじめをなく

すために、私たちができること

は何でしょうか。

　表紙は、８月23日に開催さ

れた「岩国地域いじめ問題子ど

もサミット」に参加した中学校

の生徒たちです。

（詳細記事は 6・7ページ）

私たちの行動宣言

広報いわくに 2

　

今
年
２
月
、
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た

平
成
27
年
度
に
確
認
さ
れ
た
い
じ
め
の
件

数
は
、
前
年
度
か
ら
約
４
万
件
増
え
、
過

去
最
多
の
22
万
５
１
３
２
件
に
上
り
ま
し

た
。
い
じ
め
の
内
容
は
ど
の
学
年
も
「
冷

や
か
し
・
悪
口
を
言
わ
れ
る
」
と
「
仲
間

は
ず
れ
や
集
団
に
よ
る
無
視
」
で
約
８
割

を
占
め
、
学
年
別
に
見
る
と
中
学
１
年
生

が
最
も
多
く
、
そ
の
件
数
は
３
万
１
１
９

７
件
で
す
。

　

い
じ
め
に
よ
り
自
ら
命
を
絶
っ
た
生
徒

の
問
題
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
、
全
国
各
地

で
深
刻
な
い
じ
め
の
実
態
が
次
々
と
浮
か

び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
う
な
ど
、
一
見
い
じ
め
だ

と
分
か
り
に
く
い
「
新
し
い
い
じ
め
」
が

耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

い
じ
め
の
認
知
件
数
が

　
　
　
　
　
　

過
去
最
多
に

　携帯電話会社の機種代０円サービスや端末の種類

の増加などにより、H24～H26の間にスマートフォ

ンと携帯電話の所有率が逆転しました
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私たちの行動宣言
特集

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
で
、
18
歳
未
満
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
所
有
率
は
急
増
し
て
お
り
、
普

段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
連
絡
の
手

段
と
し
て
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
を
使
用
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
S
N
S
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
を
通
し
て
社

会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
で
す
。

　

特
に
Lラ

イ

ン

I
N
E
と
い
う
ア
プ
リ
は
、
メ

ー
ル
よ
り
簡
単
な
操
作
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

画
像
の
や
り
と
り
が
で
き
る
上
、
複
数
人

の
グ
ル
ー
プ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ト
ー
ク

が
で
き
る
と
い
う
利
便
性
か
ら
、
平
成
23

年
６
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
以
来
利
用
者
が

増
え
続
け
、
現
在
ユ
ー
ザ
ー
数
は
７
千
万

人
以
上
に
上
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
間
で
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
用

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
普
段
か
ら
短
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
や
り
と
り
す
る
中
で
、
文

字
だ
け
で
は
意
図
が
伝
わ
り
き
ら
ず
、
小

さ
な
き
っ
か
け
か
ら
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
や

い
じ
め
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

い
じ
め
を
解
決
す
る
役
割
は
学
校
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

が
、
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。　

0
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Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22 0

20

40

60

80

100

スマートフォン 携帯電話 総数

Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22

中学生 高校生

平成28年度 青少年のインターネット利用環境実態調査より

中学生・高校生のスマートフォン・携帯電話の所有率

1.3 2.6

13.0 25.8

41.9
45.8

51.7

48.0 45.2

38.6 26.2
21.4

17.1 14.2

49.3 47.8
51.6 51.9

60.4 60.9 62.5

93.3
88.8

43.3

16.1 5.5 3.9 3.23.8
6.8

54.8

81.1
90.7

93.6 94.8

97.1 95.6 98.1 97.2 95.2 96.7 96.5

※ H26から回答・調査方法を変更したため、H25以前の調査結果

と直接比較できません

※ H26～H28は複数回答のため、スマートフォンと携帯電話の所

有率は総数と一致しません

（年度）（年度）

（％） （％）

急
速
に
普
及
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
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●ＬＩＮＥはずし

　グループのメンバーから勝手に外されていたり、

自分以外のメンバーで新たにグループトークを作

られていたりして、仲間外れにされることがあり

ます。

分かりにくいのはなぜ？
最近のいじめの事例を紹介します

は？何その言い方？

マジ何様？うちらのグループに
入れなきゃあんたボッチ確定だ
から、仕方なく一緒にいてあげ
てるんだよ？

ごめんって

みきょ

さよっぺ

あやぴー

返
事
は
？

返
事
は
？

19：08

19：10

19：10

19：07

19：07

既読 13

ゆっちん

Ｋ組女子会 (14)

ごめんなさい
返事考えてました

無視かよ

▲ＬＩＮＥいじめの例

　ＳＮＳいじめは、ＬＩＮＥのグループ（複数人

で閲覧できるトーク画面）で起こりやすく、ささ

いなことからいじめに発展

　現在のいじめは、特定の人に対し

て意図的に陰湿ないじめを行うとい

うよりも「友達同士のやりとりの中

で、ちょっとしたきっかけから誤解

が生じ、周りに流されて複数で無視

をしたりからかったりする」という

ケースが多いです。

　いじめる人数の方が多いことから、

教育委員会　青少年課

指導班長　植田　明男

Interv iewInterv iew

加害者側にいじめの意識がなく、本人も周りに言いにくい

いじめる側の子供は自分たちの行為

がいじめだと認識しにくく、それが

より深刻なものにしてしまいます。

　嫌な思いをしている本人も「親や

先生に心配を掛けたくない」「いじ

められていると思われるのが恥ずか

しい」という意識が働くため、相談

しづらく、表面化しにくいのです。

19：11

既読 13

ＳＮＳいじめ

サ
ン
キ
ュ
ー

サ
ン
キ
ュ
ー

ご
め
ん

ご
め
ん

腹
立
つ

腹
立
つ

つ
ら
い

つ
ら
い

フ
ァ
イ
ト
！

フ
ァ
イ
ト
！

●スタンプ

　トーク画面に貼り付けられる画像で、ＬＩＮＥ

を象徴する人気機能です。イラストや言葉の種類

が豊富で、主に相手への反応やメッセージの代わ

りに使われます。スタンプ画像はその時の気分で

簡単に貼り付けられるので、相手を励ますことも

あれば、傷つけることもあります。

会話のやりとりが見えないから

することもあります。

　小さな画面で起こるいじ

めなので、家族は中身を見

るまで実際に何が起きてい

るかを把握できません。

何
見
て
る
の
？

別
に
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いじり・からかい

●青少年の健全育成・非行防止活動の推進

●いじめ問題などの実態把握と支援

　仲良しグループの中で、突然いじめの対象になるこ

とがあります。途中で被害者・加害者の立場が変わる

こともあり、関係性が把握しにくくなっています。

　からかった人は「ただの冗談」といじめの意識がな

く、からかわれた人も「嫌だけど、その場の空気に合

わせた方が楽だから」と順応してしまいます。

ノリの悪い方が悪者になるから いじめのターゲットが変わるから

☎ 4 3 － 0 9 0 1

　小学生・中学生およびその保護者からの相

談を受け付けています。

　0 1 2 0 － 2 2 － 7 8 3 0

※携帯電話からは☎ 4 3 － 0 9 0 0

　小学生・中学生・高校生およびその保護者

からの相談を受け付けています。

主な業務

一人で悩まず、相談してください

教育委員会　青少年課

ヤングテレホン

無視

　岩国市で最も報告されるいじめは、からかいなど

言葉によるものです。今年３月に文部科学省の方
※

針

が改定され「ケンカやふざけ合いもいじめの対象と

して対処すること」「加害者の謝罪だけでいじめが

解決したと判断しないこと」などが定められました。

　大切なのは、今つらい思いをしている子供の気持

ちを受け止め、安心させてあげることです。

「何とかしたい、でもどうすればいいか分からない」

と悩むときは、私たちに話してください。きっと、

力になれるはずです。

※「いじめの防止等のための

基本的な方針」の改定および

「いじめの重大事態の調査に

関するガイドライン」の策定

( 8：30～17：15 )

( 8：30～17：15 )

う
わ
ー

鼻
の
穴
め
っ
ち
ゃ

見
え
て
る
！

今
の
な
し
ー
! !

大
丈
夫
！

ス
タ
ン
プ
で

隠
す
か
ら

こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
！

は
は
…

かわいー

あ
れ
？

今
日
は
鼻

小
さ
い
ね
！

何
マ
ジ
に

な
っ
て
ん
の
？

感
じ
悪
！

み
ん
な
も

見
て
！

あははは

翌
日

…
…

マジでー？

それでねーウソ―

め
っ
ち
ゃ

良
か
っ
た

よ
ね
！

ね
ぇ
ね
ぇ
昨
日
の

●
●
観
た
!?

お
は
よ
ー

今
度
は

私
…
？

へ
ぇ
…

お
は
よ
ー

で
さ
ー

数
日
後

あ
れ
？

何
で
だ
ろ
？

お
は
よ
ー

も
う
１
回
撮
ろ
！

か
わ
い
そ
ー き

ゃ
は
は
は

ひでー
ほら
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　友達同士の会話で悪口が

出たら、わざと話題を変え

るなど「空気を読めないで

はなく、空気を読まない」

ように行動する取り組みを

行っています

　８月23日、岩国市・和木町の全中学校（17校）の生徒たちが教育センターに集まり、いじめ防止の取り組

みやＳＮＳいじめについて話し合いました。

岩国地域いじめ問題

子どもサミット

　許されるいじりはあるか、

というアンケートを通して

「いじるのではなく素直に

褒め合う」などの意識付け

を行いました

　平田中学校は、団結力を向上させるため各学年に

分かれて校歌を練習し、全校生徒でしっかり歌う取

り組みを紹介しました

通津中学校

高森みどり中学校

　子供たち自身が自らの意志でいじめ問題に取り組んでいくことが、

いじめの未然防止、早期解決につながります。

空気を変えよう。

　各校のいじめ防止の取り組みについて、

ポスターを使いプレゼンテーションする

１ポスターセッション

　発表を見て「自分の学校

にも取り入れたい」という

意見が多く寄せられました
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一、 お互いに思いやりを持ってＳＮＳを利用します

一、 周りに流されない強い意志を持ってＳＮＳを利用します

一、 変化に気付き、 助け合いながらＳＮＳを利用します

行
動
宣
言

　８月31日、代表として教育長に

行動宣言を報告しました

通
津
中
学
校

岩
国
中
学
校

麻
里
布
中
学
校

川
下
中
学
校

灘
中
学
校

東
中
学
校

平
田
中
学
校

岩
国
西
中
学
校

由
宇
中
学
校

玖
珂
中
学
校

本
郷
中
学
校

周
東
中
学
校

錦
中
学
校

美
和
中
学
校

和
木
中
学
校

高
森
み
ど
り
中
学
校

高
水
中
学
校

ＳＮＳを利用する上で、普段から気を付けること

　ＳＮＳいじめについての映像を見て、

「こんないじめは絶対なくさないといけ

ない」と思いました。

　今回のサミットで学んだことを他の生

徒に伝え、もし学校やＬＩＮＥのやりと

りで「あれ？」と思う流れを感じたら、

その空気を変えるような行動をします。

梅川輝
き ら

藍くん

（錦中学校）

　ＳＮＳいじめの映像を視聴して「ＳＮＳによ

るいじめの問題にどう立ち向かうか」を協議し、

各グループの「行動宣言」を発表する

２グループ協議

●誰かがフォローする空

　気を作る

●自分の意志を持ち、周

　りに流されない

各グループの行動宣言（一部）

●自分の意志をしっかり持ってＳＮＳを利用します

ＳＮＳいじめをなくしていくために、私たちは、

いつもと違う空気になったら

Interv iewInterv iew

●相手を傷つけないように言葉遣いに気を付け、時に

　は助けられるような思いやりの心を持ってＳＮＳを

　利用します

●相手を思いやる気持ちを持ってＳＮＳを利用します

●１人を一気に責めない

●悪い雰囲気になったら

　勇気を出して止める

●直接話したときにおか

　しいと思う表現は控え

　る

　各グループの行動宣言を３つにまとめる

３行動宣言（決意表明）
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臨床心理士

岩国地域スクールカウンセラー

原田　梨沙さん

あったかネット

（川下中学校区地域協育ネット）

コーディネーター

渡辺　博明さん

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
、
週
１
回
～
月
１
回
の
頻

度
で
学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

学
校
に
毎
日
い
な
い
こ
と
で
外

部
性
を
保
ち
、
第
三
者
と
し
て

学
校
に
し
っ
か
り
発
言
で
き
る

こ
と
が
強
み
で
す
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
友
達
は

大
き
な
存
在
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル

を
な
く
す
た
め
に
当
事
者
間
の

距
離
を
置
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
子
供
自
身
が
「
そ
の
友
達

と
仲
直
り
し
て
ま
た
一
緒
に
遊

び
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

最
近
い
じ
め
に
対
す
る
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
動
き
は
早
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
実
際
の
行
動
は

本
人
の
気
持
ち
の
ペ
ー
ス
で
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

気
持
ち
の
整
理
が
着
く
前
に

周
り
の
大
人
が
早
く
行
動
し
す

ぎ
る
と
「
大
事
に
な
っ
て
今
後

そ
の
子
と
の
関
係
が
気
ま
ず
く

な
る
」
と
い
う
恐
れ
か
ら
、
相

談
し
づ
ら
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
本
人
に
寄
り

添
い
、
友
達
に
ど
う
伝
え
る
べ

き
か
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
道
徳
の
授
業
で
、
子
供

た
ち
に
「
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
に
自
分
の
気
持
ち
を
上
手

に
表
現
す
る
方
法
」
や
「
い
じ

め
や
良
く
な
い
誘
い
を
上
手
に

断
る
方
法
」
な
ど
を
教
え
て
い

ま
す
。
実
習
で
は
、
相
手
へ
の

言
い
方
に
つ
い
て
子
供
同
士
が

お
手
本
に
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
友
達
か
ら
学
び
、
い
ろ
ん

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

大人たちの行動宣言

子供の気持ちに寄り添い、友達と

仲良く過ごす方法を一緒に考えます

●地域協育ネット

　子供たちの育ちや学びを地域ぐるみで見守り、支援するために、学校・保護者・地域が連携協力する仕組み

子供たちの「今」を支える大人たちが、いじめをなくすためにできることとは。

●スクールカウンセラー

　登校しぶり・友人関係の悩み・

発達障害の相談などを受けて、

臨床心理の知見に基づき、学校

現場で児童生徒と向き合い、教

員と共にサポートする専門スタ

ッフ

　

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

と
し
て
、
学
校
の
先
生
や
保
護
者
、

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
地
域

安
全
マ
ッ
プ
作
り
や
合
同
避
難
訓

練
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
人
も
子
供
も
、
地
域
活
動
が

き
っ
か
け
で
「
実
は
ご
近
所
さ
ん

な
ん
で
す
ね
」
と
相
手
を
知
り
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
で
子
供
た
ち
を
見
守
る
「
地

域
の
目
」
が
で
き
ま
す
。
子
供
た

ち
の
普
段
の
様
子
を
知
る
こ
と
で
、

小
さ
な
変
化
に
気
付
き
や
す
く
な

り
、
そ
の
度
に
「
最
近
ど
う
？
」

な
ど
と
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
地
域
に
関
わ
っ
て
い
な
い

子
も
、
外
で
誰
か
と
す
れ
違
う
と

き
に
た
く
さ
ん
の
「
地
域
の
目
」

が
あ
れ
ば
、
関
わ
る
き
っ
か
け
は

増
え
ま
す
。
そ
の
目
を
増
や
す
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

子供たちを見守る「地域の目」を

増やし、小さな変化に気付きます

地域

専門職
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教育委員会　学校教育課

主任　早田　智博

教育委員会　教育政策課

主査　兼田　義浩　

教育委員会

教育長　佐倉　弘之甫

岩国市ＰＴＡ連合会

会長　中尾　正浩さん

主な業務

●教育委員会組織の体制整備

●学校配置計画の推進

●学校施設の整備促進

　

中
学
校
に
入
っ
て
授
業
内
容
の

専
門
化
や
部
活
動
の
開
始
な
ど
で

環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
不
登
校

や
い
じ
め
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い

く
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
新

た
な
学
校
制
度
と
し
て
、
平
成
32

年
度
か
ら
「
小
中
一
貫
教
育
」
を

始
め
ま
す
。

　

中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
で
教

え
た
り
、
小
・
中
学
校
間
で
頻
繁

に
情
報
を
交
換
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
中
学
校
へ
の
接
続
を
円
滑
化

し
、
児
童
生
徒
が
安
心
で
き
る
環

境
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
地
域
を
含
め
た
他
世
代
交

流
で
子
供
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、

地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
９
年
間

を
通
じ
た
充
実
し
た
教
育
で
、
子

供
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

主な業務

●コミュニティ・スクールの充実

●学力推進事業

●小中一貫教育の推進

教育環境の変化による「中一ギャップ」を解消し、

豊かな心を育む小中一貫教育を進めます

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
で
学
校
に
よ

く
行
き
ま
す
が
、
ど
の
生
徒
も

す
れ
違
っ
た
と
き
に
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
て
、
学

校
に
い
て
も
な
か
な
か
い
じ
め

の
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
付
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

見
え
な
い
い
じ
め
に
気
付
く

た
め
に
は
、
家
庭
で
の
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
親
に
と
っ
て
わ
が
子
は
い

つ
ま
で
も
子
供
だ
と
思
い
ま
す

が
、
思
春
期
は
大
人
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
時
期
で
す
。
親
と

し
て
言
う
べ
き
と
き
以
外
は
、

本
人
の
意
志
を
尊
重
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
が
手
に
入
り
や
す
く
な

り
、
子
供
自
身
の
考
え
方
は
昔

よ
り
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す

が
、
人
と
直
接
交
流
す
る
機
会

が
減
っ
た
分
、
家
庭
で
ス
ト
レ

ス
が
発
散
で
き
な
い
と
、
学
校

な
ど
限
ら
れ
た
場
所
に
、
は
け

口
が
向
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

核
家
族
化
や
共
働
き
な
ど
に
よ

っ
て
人
間
関
係
が
固
定
化
し
や

す
い
今
こ
そ
、
地
域
と
関
わ
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

会
話
と
笑
い
は
ス
ト
レ
ス
解

消
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
家
で

は
積
極
的
に
会
話
を
し
、
自
分

の
話
を
し
た
り
「
今
日
ど
う
だ

っ
た
？
」
と
子
供
に
聞
い
た
り

し
て
い
る
と
、
子
供
の
方
か
ら

そ
の
日
の
出
来
事
な
ど
を
話
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
や
り
と
り
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
子
供
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
や

友
達
の
状
況
を
普
段
の
会
話
か

ら
引
き
出
す
環
境
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

普段の会話を積極的に重ね、見えない

いじめに気付く家庭環境を作ります

学びの場である学校

施設を整備します

充実した学校生活を

送る機会を作ります

行政

保護者

●ＰＴＡ連合会の取り組み

・各学校のＰＴＡからの要望書   

・を取りまとめ、市と教育委員

・会へ提出 

・ＰＴＡ活動を充実させるため

・の各種研修会の企画・開催

・山口県や中国ブロックの研修

・会への参加など
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「
い
じ
め
を
見
掛
け
た
ら
止
め
る
」「
周

り
に
同
調
し
な
い
」「
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
子
に
声
を
掛
け
る
」
な
ど
、
い
じ
め
を

な
く
す
た
め
の
方
法
は
、
子
供
た
ち
も
今

ま
で
の
学
び
で
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
自
分
な
り
の
答
え
を
持
っ
て
い

て
も
、
子
供
た
ち
が
行
動
に
移
し
に
く
い

の
は
「
そ
う
思
っ
て
い
る
の
は
自
分
だ
け

か
も
し
れ
な
い
」「
行
動
し
て
も
誰
に
も

賛
同
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
周
り
か
ら
浮
い

て
し
ま
う
」
と
い
う
空
気
を
、
今
ま
で
い

ろ
ん
な
場
所
で
感
じ
て
き
た
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
供
は
、
大
人
の
言
動
の
影
響
を
無
意

識
に
受
け
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
な
ど
子

供
に
大
切
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
ま
ず

大
人
が
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

行
動
宣
言
は
、
子
供
に
一
人
で
い
じ
め

と
戦
わ
せ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
自
身
が

行
動
す
る
こ
と
へ
の
決
意
表
明
で
す
。

　

親
、
友
達
、
第
三
者
の
立
場
か
ら
、
一

人
が
で
き
る
こ
と
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
の
行
動
が
子
供
た
ち
の

空気なんか、笑顔で吹っ飛ばせ。

動
け
な
い
空
気
は

　
　
　

ど
こ
か
ら
来
る
の
か

子
供
た
ち
の
勇
気
の
た
め
に
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目
に
見
え
る
こ
と
で
「
自
分
は
一
人
じ
ゃ

な
い
」
と
行
動
に
移
す
勇
気
が
湧
い
て
き

ま
す
。

　

そ
し
て
子
供
た
ち
自
身
で
空
気
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
じ
め
は
き
っ
と

解
決
し
ま
す
。

「
大
丈
夫
？
」

「
も
う
や
め
よ
う
」

「
今
ま
で
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
が
勇
気
を
出
し
て
そ
う
言
え

る
よ
う
に
、
あ
な
た
も
行
動
宣
言
し
ま
せ

ん
か
。

　９月９日、麻里布中学校で体育祭が開催

された。１年生女子による「ズッコケ承知

の３人４脚」では、競技中に足ひもが何度

も外れてしまった白組が最後になったが、

声援はゴールまで続いた。

私
の
行
動
宣
言

　

「
み
な
さ
ん
が
行
動
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
広
報
活
動
を
し
ま
す
」　

　

い
じ
め
の
な
い
環
境
を
作
る
た
め
、
こ

の
機
会
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

一
緒
に
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

広
報
戦
略
課　

立
川
美
紀
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